
生薬「当帰（トウキ）」は，第16改正日本薬局方1）（以下，

「日局16）という．）において，「トウキAngelicaacutiloba

Kitagawa又はホッカイトウキAngelicaacutilobaKitagawa

var.sugiyamaeHikinoの根を，通例，湯通ししたもので

ある」と規定され，貧血，冷え症などの婦人科疾患に用い

られる漢方処方をはじめとして，強壮，鎮静，鎮痛等の作

用を期待して多くの処方に配合される．日本で使用される

当帰は，かつては全てが国産であったが，平成22年度の

使用量調査2）では約674トンの年間使用量のうち約76％が

中国からの輸入品となっている．自給率の向上のため，国

内栽培の拡大が求めらているが，中国産の価格に対抗する

には，現在の栽培法の効率化，省力化が必要である．

原植物であるトウキA.acutilobaの栽培は，通例，播

種して1年間生育させた苗を春に移植し，その年の秋に

根を収穫する．富山県薬用植物指導センターでは，栽培農

家が1年で生産できるよう，栽培振興の一環として1年

生苗の供給を行ってきた．数年前までは，従来の圃場での

育苗でもほとんど枯死することなく，栽培農家が必要とす

る苗数が得られていた．

しかし，平成22，23年度は，ネキリムシ（カブラヤガ

等の幼虫）による食害と，夏期の雨不足による干害が原因

で，播種面積の70％以上の苗が枯死することが続いた．

圃場での育苗には，虫害及び干害に関する次の課題があり，

根本的な育苗方法の改善が必要である．

①害虫の発生は年と場所によって変動が大きく，干害の発

生も予測困難であるため，被害により苗の生存率が低く

なった場合を想定して育苗面積を拡大せざるを得ない．

②生存率の低い方法での育苗面積の拡大は，除草等の管理

労力，散水，種子の浪費，圃場の有効活用の面でデメリッ

トが大きい．

③圃場での殺虫剤の明確な効果が得られていない．

④干害に対して寒冷紗での日除けは効果的であったが，育

苗面積が広いと費用対効果が低い．
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要 約

近年，当センターにおいて従来の圃場での育苗法では虫害や干害によって必要な苗が確保でき

ない年が続いた．そこで，生存率が高く，かつ効率的なトウキの育苗法を確立することを目的に，

ペーパーポットを用いた育苗法を検討した．8月に播種し，追肥を行わずに育苗した結果，発芽

後の防虫ネット被覆で虫害を防ぐことにより，生存率は99％であった．翌年の定植時には目的

の太さには生育していなかったものの，定植後の生育は良好で，総合的な収量では慣行法での苗

を上回り，エキス含量でも日本薬局方の規格に適合したことから，有用な育苗法として期待でき

る．

Summary

BythecurrentseedlingraisingmethodforAngelicaacutilobaKitagawa,arequirednum-

berofseedlingswerenotprovidedaccordingtoaninsectdamageandadroughtinrecent

years.Therefore,forthepurposeofestablishingthenewefficientseedlingraisingmethod,

usefulnessofpaperpotwasexamined.SowingiscarriedoutinAugust,andtheseedlings

wereraisedwithoutadditionalfertilizer.Asaresult,survivalrateoftheseedlingswas99%,

theexaminationseedlingexceededthehabitualmethodintheyieldwhosetrialcalculation

wasmadesynthetically.AndtheextractcontentalsosuitedthestandardofTheJapanese

Pharmacopoeia（SixteenthEdition）.

Theseresultsindicatethepossibilitythattheseedlingraisingmethodusingpaperpotis

useful.
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⑤同一圃場内でも苗の生育が不均一になるため，規格（太

さ：5～8mm）※に合う苗を選別する必要がある．また，

生育に及ぼす変動要因が多く，再現性が得られにくい．

そこで，野菜等の育苗に用いられるペーパーポット（特

殊加工された紙製の移植用集合鉢）を用いて，上記の全て

の課題を解決し得るトウキの育苗法を確立することを目的

とし，栽培試験を行った．

ペーパーポットは，円筒状の多数の紙鉢が相互に水溶性

の糊で接着されており，用土を充填し，播種，育苗した後，

移植時には一本の紙鉢に分離し，紙鉢ごと定植できる．こ

れらの利点により，上記の課題解決が期待される（表1）．

※苗の規格については，10mm以上の太い苗を植付ける

と花茎が上がった後，枯れて根が生薬として利用できな

くなることから，一般に花茎が上がりにくい太さとして，

「5～8mm」を定植用の苗の規格としている．

実験方法

１．材料

（1）種子

富山県薬用植物指導センターにおいて平成23年8月

に採種したトウキA.acutiloba種子

（2）ペーパーポット

日本甜茶製糖㈱製の規格「ソ 1ー」

口径1.9cm，高さ13cm

（3）用土

㈱わかば製，たねまき培土

pH：6.5,N150mg,P400mg,K100mg（1L当たり）

２．播種・育苗

平成24年6月29日及び8月1日，ペーパーポットに用

土を充填し，各紙鉢に3粒ずつ播種し，薄く覆土した．

当センターの育苗ガラスハウス内に置き，自動散水下（ミ

スト散水，1日2回（8時，17時），各15分間）で育苗し

た．8月1日に播種したものについては，発芽後，防虫ネッ

トを被覆した．発芽から約1ヶ月後には，各紙鉢に苗が1

本になるよう間引きした．12月には屋外に移動し，翌年

の圃場への定植まで放置した．定植までの間，追肥は施さ

なかった．

３．定植・管理

（1）基肥（10a当たり）

乾燥鶏糞300kg，苦土石灰100kg，過燐酸石灰60kg，

化成肥料（N：P：K＝15：15：15）40kg

（2）整畦

畦幅90cm，畦高20cm，白マルチ被覆

（3）定植

平成25年4月12日，株間25cm，条間40cmのチド

リ植えで，各植え穴に紙鉢を1本ずつ，根の先端を中央

部に向けて斜めに定植した．

（4）追肥（10a当たり）

6月に油粕50kg，過燐酸石灰20kg，化成肥料

（N：P：K＝15：15：15）30kgを，8月に化成肥料

（N：P：K＝15：15：15）20kgを施した．

４．調査

平成25年4月12日，定植前の苗の生存数，根の太さを

調査した．定植後の9月23日には一部を掘り上げて根の

生育を調査した．残りの株は11月25日に収穫し，軽く土

を払い落してハサ掛け乾燥し，2月14日に湯通しを行い，

仕上げ乾燥した後，重量を測定した．

５．エキス含量，乾燥減量の測定

平成25年9月23日に掘り取り調査した5株，及び11月

25日に収穫した株から選んだ平均的な生育の3株につい

て，1株ごとに粉末にして試料とした．測定は，第16改正

日本薬局方生薬試験法に準じて実施した．

結 果

１．苗の生育

（1）平成24年6月29日播種の苗

7月23日から発芽が始まり，8月6日に はほぼ全て

の紙鉢で発芽が確認できた（図 1）．8月13日，葉が地

際で切断される被害が発生したため，被害箇所付近の用

土を掘ったところ，ネキリムシ類（カブラヤガ等の幼虫）

が見つかった（図 2）．その後，頻繁に害虫を捕獲する

ものの，日中は用土の中に潜っているため完全には捕獲

できず，被害は止まらなかった．ほぼ全ての苗が被害を

受けたため，この6月29日播種の育苗は中止した．
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表1ペーパーポットの利点と解決可能な圃場育苗での課題

ペーパーポットの利点 解決可能な課題

害虫のいない用土を使用 ①，③，⑤

省スペースで，散水，除草が効率的 ①，②，③，④

苗1本当たりの用土が一定で養分制御が
容易であり，苗の大きさが揃うため，定
植前の苗の選別が不要．圃場より再現性
が高い．

⑤



（2）平成24年8月1日播種の苗

8月23日から発芽が始まり，9月3日にはほぼ全ての

紙鉢で発芽が確認できた．6月29日播種の苗で虫害が発

生したため，発芽後に防虫ネットを被覆したところ，虫

害は見られず，11月には図3のように生育した．

圃場に定植する平成25年4月12日における生存率は

99％であった（1400鉢のうち1381本が生存）．根頭部

の太さは2.3mm，根の長さは12.8cmであった（いず

れもn=30）．

２．定植後の生育

280本のペーパーポット苗を1本ずつ定植し，次の調査

を実施した．

（1）中間調査

平成25年9月23日の調査では，草丈は，32.4cmで

あった（n=30）．同日，地上部の生育が標準的な5株

を選び，掘り取った．葉及び葉柄の基部を切り取り，根

の重量を測定した結果，乾燥前で107.0g，乾燥後で25.5

g，歩留まり23.8％であった（n=5）．なお，このとき

の乾燥は，実際に生薬に調製する方法とは異なり，掘り

取った直後に水洗し，日陰で自然乾燥とした．調査時の

生育状況を図4に，水洗直後の地下部の様子を図5に

示す．
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図２ トウキを食害したネキリムシ類
（カブラヤガ等の幼虫）

図３ ペーパーポットで育苗したトウキ
（播種：平成24年8月1日，撮影：11月25日）

図４ 定植後の生育状況
（定植：平成25年4月12日，撮影：9月23日）

図５ 根の生育状況
（定植：平成25年4月12日，撮影：9月23日）

図１ ペーパーポットで発芽したトウキ
（播種：平成24年6月29日，撮影：8月6日）



（2）収量調査

定植した280本の苗のうち，畦の両端の各5mの合計

80株については，調査対象外とした．差し引いた200株

のうち，収穫までに抽苔した株は7株（抽苔率4.0％）で，

その他の原因で枯死した9株を合計すると，16株が収

穫不可であった．中間調査の5株を差し引くと，195株

のうち，179株が収穫可能で，生存率は91.8%であった．

平成25年11月25日に収穫した株を，生薬に調製し

（図6），平成26年3月7日に重量を測定したところ，1

株当たりの平均は52.5gであった（n=179）．

ペーパーポットで育苗し，栽培した収量性について，

10aでの栽培（5,000株）に換算し，慣行法（圃場で播

種，育苗）と比較した結果を表2に示す．

３．エキス含量及び乾燥減量

（1）エキス含量

中間調査（9月）で得た株では平均42.2％（n=5），収

穫（11月）で得た株では平均46.8％（n=3）であった．

測定した全ての株が，日局16の規格値である35.0％以

上に適合した．

（2）乾燥減量

中間調査（9月）で得た株では平均9.7％（n=5），収

穫（11月）で得た株では平均7.2％（n=3）であった．

考 察

ペーパーポットを用いてトウキの育苗を検討したところ，

平成24年6月に播種したものについては虫害によりほと

んどの苗が枯死したが，発芽後に防虫ネットを被覆した同

年8月播種の苗では被害が見られなかった．これは，害

虫が混入していない土壌を用いていたことから，発芽後に

成虫が卵を産み付けに来て，虫害が発生したと考えられる．

使用できる登録農薬がない現状では，防虫ネットを被覆す

ることが有効な手段であることが確認できた．

平成24年8月に播種し，追肥せずに育苗したペーパー

ポット苗は，翌年4月の定植時には，根頭部の太さが2.3

mmであり，慣行法の定植用苗の5～8mmと比較すると

半分以下の細い苗であった．8月に播種する場合には，今

後，追肥の検討が必要であると考えられる．ペーパーポッ

ト苗の定植後の生育については，慣行法の苗と比較して，

5～8月の地上部では劣っていたが，9月頃になるとほと

んど差がなくなった。この苗から得られた生薬の重量を慣

行法の苗と比較すると，1株当たりの重量は約9割である

が，生存率が1.6倍であったことから，10a当たりの収量

に換算すると，約1.4倍となり，総合的に上回った．この

要因としては，慣行法の苗では苗床から一度掘り起こして

選別し，定植まで仮植え状態で土中に保存するのに対し，

ペーパーポットでは根に土が付いた紙鉢ごと植えられるた

めに，根の損傷がほとんどなく，その後の生育が順調であっ

たことが推察される．

生薬のエキス含量については，ペーパーポットで育苗し，

定植後の9月の中間調査及び11月の収穫で得られた全て

の調査株で，日局16の規格（35.0％以上）に適合したこ

とから，品質面においても，ペーパーポット育苗は有効で

あると考えられる．

以上のことから，本育苗法は慣行法より生存率が高く，

管理が効率的に実施できる優れた方法となり得る．また苗

の定植機械が開発された場合にも，活着で有利なペーパー

ポット苗が栽培の拡大に寄与するものと考えられる．

―39―

図６ ペーパーポット苗による生薬トウキ

表2 ペーパーポット育苗法及び慣行法の収量性の比較

育苗法
苗の太さ
（根頭部）

試験対象
株数

抽苔率
（抽苔による
収穫不可率）

収穫
株数

収穫
可能率

生薬の収量

１株
当たり

10a換算
（収穫可能率を
考慮）

慣行法
（圃場播種）

5～8mm 180株 8.6% 110株 61.1% 58.2g 177.8kg

ペーパーポット
平均

2.3mm
200株 4.0% 179株 91.8% 52.5g 241.0kg



ま と め

本研究では，従来の圃場でのトウキ育苗における生存率

低下や非効率的な部分を改良し，新たな育苗法を確立する

ことを目的として，ペーパーポットを用いた方法を検討し

た．その結果，発芽後には防虫ネットの被覆が必要である

こと，8月播種で追肥を行わないと，翌年の定植時には目

的の太さに生育しないことが明らかとなった．小さい苗で

あったものの，定植後の生育は良好で，総合的な収量では

慣行法での苗を上回り，エキス含量でも日局16の規格に

適合したことから，有用な育苗法として期待できる．
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